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いよいよ本日より、７月に入りました。遅くなりましたが、先月 16 日に

は、オープンスクールに多数ご参加をいただき誠にありがとうございまし
た。また、お忙しいところアンケートの方にもご協力をいただき重ねて御
礼申し上げます。結果の方がまとまりましたので、お知らせいたします。 

概ね肯定的評価を得られているものの、項目１、項目２、項目３におい
て十分とは言えないという評価もいただいております。子供達の学習の様
子において十分な意欲が見られないのは、大変、残念なことです。学習へ
の関心・意欲を高め、積極的に学習に向かえるよう、子供達への学習支援
と手立てを考えていくことが必要であると考えます。学習においては、「自

分の考えを伝える」、「他者の考えを聞く」ということは学習の根幹のとこ
ろです。今後、その部分を育てる為に注力したいと考えます。また、保護
者の方の参観の様子については「参観中の私語」についてのご意見を伺っ
ております。保護者の皆様にとってはお互いのところでもあります。個人
差もあるかとは思いますが、次回、お互いに気を付け、配慮したいところ
ではないかと思われます。皆様の今回のアンケート結果をもとに、今後、
見直し及び改善を図りたいと思います。 
昨日は兵庫県に「熱中症警戒アラート」が発令されていました。確かに

昨日は本当に厳しい暑さでした。学校では、①屋外での遊びを控える。②
屋外掃除を控える。③こまめな水分補給（休み時間毎の水分補給の徹底）
④屋外ではマスクを外す。⑤登下校時にマスクを外す。について改めて注
意喚起を図っております。また、学校としては、このことをよい健康教育
の機会と捉えています。単に、暑いから「出ません。」「しません。」「飲み
なさい。」「外しなさい。」ではなく、児童に、こうすることの意味をしっか
りと伝えたいと考えています。「熱中症」を正しく理解し、自ら命を守る行
動をとることができる。変化する自然環境を捉え、心配な状況を「正しく
理解し、適切に対応する力を身に付ける」ことが必要且つ重要だと考えて
います。ご家庭でもこの暑さ厳しい状況をご理解いただき、子供達へのご
指導をよろしくお願い申し上げます。 
そして、新型コロナウイルス感染症については、感染増加傾向の報道が

されております。熱中症を心配しなければならない時期でもあり、その対
応が難しい面もございますが、日常的な感染対策（手洗い、消毒、換気等）
をきちんと行うことが何より重要であると考えます。保護者の皆様のご理
解とご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
中番小学校は、子供達、保護者の皆様、地域の皆様と相互に連携を深め

児童にとって、「明日も行きたい！学びたい！学校」を目指し、様々な教育
活動を進め、共に歩んでいきたいと願っております。 

アンケート結果報告。「熱中症警戒アラート」発令続く！ 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


